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民家に作家の作品を展示している会場の一つ。

お寺「歓昌院」での展示。

木工作家の展示。
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「芸術祭」3

日常では触れることの少ない作業や体験を通し、
現代に生きる私たちが忘れがちな、

コトやモノの中にある豊かさを見つけ、
ココラボ鈴木がお伝えします。

暮らしの


